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事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事
会
・
評
議
員

会
で
決
議
い
た
し
ま
し
た
「
女
性
消
防
団
の
結

成
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
消
防
団
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

皆
様
の
熱
意
と
ご
努
力
に
よ
り
、
着
々
と
実
績

を
上
げ
て
き
て
お
り
、
結
成
団
は
昨
年
十
月
現

在
で
県
内
四
十
四
消
防
団
中
三
十
八
団
を
数
え

る
ま
で
に
な
り
、
今
後
も
発
足
の
動
き
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
心
新
た

に
「
安
全
な
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
、
な
お
一

層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
方
と
ご
家
族
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
九
月
に
本
県
に
も
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
を

は
じ
め
と
し
た
自
然
災
害
や
、
一
向
に
減
る
こ

と
の
な
い
火
災
に
対
し
、
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
意
識
が
益
々
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
消
防
の
責
務
も
一
段
と
重
要
性
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
の
つ
か
な
い

災
害
か
ら
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

は
、
地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
備
え
を
万
全
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
消
防
団
が
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
住
民
や
企
業
・
団
体
な
ど
が
一
層
連
携
し
、

地
域
の
総
力
を
結
集
し
て
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
防
の
持
つ

使
命
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
県
民
の
『
安

全
・
安
心
の
確
保
』
の
た
め
、
今
後
と
も
各
種

　
こ
の
度
の
災
害
で
は
、
浸
水
範
囲
が
極
め
て

広
範
囲
に
及
ぶ
中
、
自
衛
隊
、
警
察
、
海
上
保

安
庁
そ
し
て
消
防
関
係
の
皆
様
方
に
は
、
昼
夜

を
分
か
た
ず
、
救
助
活
動
や
避
難
誘
導
、
捜
索

活
動
等
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
尽
力
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
発
災
直
後
か
ら
、

常
総
市
内
に
県
の
現
地
災
害
対
策
本
部
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
し
た
道
路
や
河
川
施
設
、
農
業
用

施
設
の
復
旧
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
末
か
ら
義
援
金
の
配
分
を
開
始

し
ま
す
と
と
も
に
、
住
宅
の
応
急
修
理
や
農
業

用
機
械
の
修
繕
、
中
小
企
業
の
設
備
等
の
購
入

費
用
等
に
つ
い
て
新
た
な
支
援
策
を
講
じ
る
な

　
平
成
二
十
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

消
防
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
祝
辞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
消
防
団
員
・
消
防
職
員
の
皆
様
方
に
は
、常
日

頃
か
ら
、地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保

全
の
た
め
、
火
災
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
献
身
的
に
職
務
に
精

励
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
関
係
諸
団
体
の
皆
様
方
に
は
、

消
防
防
災
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
の
も
と
、
熱

心
に
ご
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
甚

な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
消
防
は
、
戦
後
、
地
域
に
密
着
し

た
自
治
体
消
防
と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
関
係

者
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
組

織
・
設
備
の
両
面
に
お
い
て
着
々
と
充
実
強
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
の
至

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、
消
防
の
任
務
及
び
活
動
は
、
火
災
予

防
、
警
防
、
救
急
救
助
を
は
じ
め
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
等
広
範
囲
に

　
平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
消
防
関
係

者
の
皆
様
に
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
本
県
の
消
防
防
災
行
政
の
推

進
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
先
月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
充
実
強
化
大

会
」
に
は
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
九
月
に
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
が
発
生
し
、
本
県
で
は
三
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
住
宅
や
農
地
な
ど
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

年
頭
に
寄
せ
て

新
年
の
ご
挨
拶

　
葉
梨
　
衛

茨
城
県
知
事
　
橋
本
　
昌

公
益
財
団
法
人

茨
城
県
消
防
協
会
　
会
長
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ど
、
県
庁
を
あ
げ
て
被
災
者
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
先
月
に
は
、
国
、
県
及
び
鬼
怒

川
流
域
の
七
市
町
が
主
体
と
な
り
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
総
額
約
六
百
億
円
の

緊
急
的
な
治
水
対
策
で
あ
る
「
鬼
怒
川
緊
急
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
着
手
式
が
開
催
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
災
害
か
ら
の
早

期
復
旧
と
復
興
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　
近
年
、
災
害
が
大
規
模
化
・
複
雑
化
す
る
中
、

昨
年
も
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
、
ま
た
、
今
後
は
首
都
直
下

地
震
の
発
生
な
ど
も
危
惧
さ
れ
る
中
、
消
防
関

係
者
の
皆
様
方
に
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
市
町
が
共
同
で
行
う

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
い
ば
ら
き
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
と
と

も
に
、
来
年
度
の
運
用
開
始
に
向
け
て
「
防
災

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
再
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ

た
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、
若
者
や

女
性
、
公
務
員
な
ど
の
入
団
促
進
、
団
員
の
処

遇
改
善
な
ど
、
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員
の

確
保
に
力
を
注
ぎ
ま
す
と
と
も
に
、
市
町
村
が

行
う
消
防
団
の
安
全
装
備
品
の
配
備
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
頭
に
あ
た

り
、
消
防
人
と
し
て
の
使
命
と
そ
の
職
務
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
さ
れ
、
な
お
一
層
の
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、
一
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま

で
の
三
日
間
を
中
心
に
県
内
各
地
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
常
陸
太
田
市
、
つ
く
ば
市
及
び
笠
間
市
消
防
出

初
式
の
様
子
を
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

常陸太田市（１/９）

つくば市（１/11）

笠間市（１/11）

平
成
二
十
八
年

消
防
出
初
式
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日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第
四
十
二
回
消

防
団
幹
部
特
別
研
修
が
実
施
さ
れ
、
本
県
か
ら

は
神
栖
市
消
防
団
の
金
本
吉
明
副
団
長
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
金
本
副
団
長
か
ら
の
寄
稿
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
恒
例
の
支
部
別
消
防
団
長
等
懇
談
会
が
、
昨

年
十
二
月
に
県
南
北
部
支
部
、
年
明
け
一
月
か

ら
残
る
五
支
部
で
順
次
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
消
防
団
長
を
は
じ
め
消
防
長
、

消
防
主
任
並
び
に
県
か
ら
消
防
安
全
課
長
、
消

防
学
校
長
及
び
同
職
員
、
協
会
事
務
局
で
す
。

（
開
催
日
程
）

○
県
南
北
部
支
部
　
五
市

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

　
か
す
み
が
う
ら
市
消
防
本
部

○
県
南
南
部
支
部
　
九
市
町
村

　
平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日

　
守
谷
消
防
署

○
県
北
支
部
　
九
市
町
村

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日

　
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
消
防
本
部

○
県
央
支
部
　
六
市
町

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

　
笠
間
市
消
防
本
部

○
県
西
支
部
　
十
市
町

　
平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

　
下
妻
市
八
幡
屋

○
鹿
行
支
部
　
五
市

　
平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日

　
鹿
嶋
市
役
所

議
題

（
一
）　
消
防
団
員
の
確
保

（
二
）　
全
国
消
防
操
法
大
会
茨
城
県
代
表
の
選

考
会

（
三
）　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
地
区
大
会

の
開
催
日

（
四
）　
平
成
二
十
八
年
度
消
防
学
校
教
育
訓
練

計
画
案
の
概
要

（
五
）　
平
成
二
十
八
年
度
消
防
団
長
研
修
会

（
六
）　
平
成
二
十
八
年
度
日
本
消
防
協
会
主
要

行
事

（
七
）　
日
本
消
防
協
会
の
火
災
共
済
及
び
個
人

年
金
等

　
懇
談
会
は
、
消
防
安
全
課
か
ら
消
防
団
員
の

確
保
及
び
全
国
消
防
操
法
大
会
茨
城
県
代
表
の

選
考
会
に
つ
い
て
、
県
立
消
防
学
校
か
ら
消
防

学
校
の
教
育
訓
練
計
画
に
つ
い
て
、
消
防
協
会

か
ら
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
地
区
大
会

の
開
催
日
、
平
成
二
十
八
年
度
消
防
団
長
研
修

会
、
平
成
二
十
八
年
度
日
本
消
防
協
会
主
要
行

事
及
び
同
協
会
の
火
災
共
済
及
び
個
人
年
金
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
有
意
義
な
情
報
交
換
が
出
来
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
去
る
、
平
成
二
十
八
年
一
月
十
二
日
～
十
五

日
の
四
日
間
、
日
本
消
防
協
会
主
催
の
第

四
十
二
回
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
に
茨
城
県
代

表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
消
防
団
幹
部
の

方
々
が
集
結
し
て
研
修
す
る
事
に
対
し
、
県
代

表
と
し
て
の
責
任
感
と
、
こ
の
研
修
に
参
加
で

き
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
望
み
ま
し
た
。

日
程
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
全
国
の
消
防
団
代

表
の
皆
様
と
話
し
の
で
き
る
場
に
参
加
で
き
る

事
が
、
待
ち
遠
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
研
修
の
目
的
は
、
消
防
団
の
災
害
対
応

能
力
の
向
上
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
上
級
幹

部
に
対
し
各
種
教
養
を
行
い
、
消
防
団
の
指
導

者
を
養
成
す
る
研
修
で
あ
り
ま
す
。

　
初
日
は
開
講
式
で
始
ま
り
、
日
本
消
防
協
会

秋
本
敏
文
会
長
よ
り
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
が

成
立
後
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
に
対
し
て
問
わ

れ
る
も
の
は
何
か
、
消
防
団
活
動
の
充
実
と
装

備
の
強
化
、
そ
し
て
「
ど
の
よ
う
な
事
態
が
あ

っ
て
も
、
被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
生
命

は
必
ず
守
る
事
と
す
る
為
、
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
を
守
る
と
同
時
に
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の

力
を
発
揮
し
て
協
力
す
る
事
」
と
講
話
を
い
た

だ
き
、
消
防
人
と
し
て
最
大
限
の
力
で
消
火
活

動
に
あ
た
る
事
を
自
分
自
身
再
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
研
修
生
全

員
が
秋
本
会
長
や
佐
々
木
消
防
庁
長
官
、
協
会

関
係
者
の
方
々
と
懇
親
を
深
め
、
楽
し
く
談
話

で
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
消
防
庁
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
、
消
防
行
政
と
防
災
対
策
の
講
話
を
受

け
、
そ
の
後
、
聖
路
加
国
際
病
院
　
日
野
原
理

事
長
よ
り
日
本
の
救
急
医
療
の
問
題
点
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
野
原

先
生
は
百
四
歳
と
お
聞
き
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
講
話
を
し
た
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
災
害
情
報
学
、
惨
事
ス
ト
レ
ス

「
消
防
団
幹
部

　
特
別
研
修
」に

参
加
し
て

副
団
長
　
金
本
吉
明

神
栖
市
消
防
団

平
成
二
十
七
年
度

　支
部
別
消
防
団
長
等

懇
談
会
を
開
催

日
本
消
防
協
会
主
催

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

平
成
二
十
七
年
度

　支
部
別
消
防
団
長
等

懇
談
会
を
開
催
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今
年
も
協
会
の
行
事
等
に
ご
協
力
と
ご
理
解

を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
告
掲
載

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
（
掲
載
料
：
掲
載
一
回

税
込
み
五
千
四
百
円
、
掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て

は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広
告
を
参
照
し
て
下
さ

い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　（
き
）

水戸市袴塚1-1-2

水戸スポーツ株式会社

TEL029[224]3450 FAX029[224]3430

　
消
防
庁
、
茨
城
県
、
つ
く
ば
市
及
び
当
協
会

の
主
催
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

（
金
）
に
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
約

一
千
百
名
の
参
加
者
の
も
と
、
表
記
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
改
め
ま
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
大
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
「
つ
く
ば
市
消

防
音
楽
隊
」
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て

頂
い
た
後
、
開
会
と
な
り
、
日
本
消
防
協
会
の

秋
本
会
長
の
基
調
講
演
に
始
ま
り
、
石
川
県
、

高
知
県
及
び
千
葉
県
の
発
表
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の
地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
県
か
ら
は
、
つ
く
ば
市
女
性
消
防

団
員
及
び
水
戸
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

松
本
会
長
か
ら
火
災
予
防
啓
発
劇
や
活
動
事
例

の
発
表
、
茨
城
県
医
師
会
の
海
老
原
常
任
理
事

及
び
常
総
市
消
防
団
の
吉
田
分
団
長
か
ら
は
、

昨
年
九
月
の
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
に
お
け
る

活
動
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
水
害
で
常
総
市
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
常
総
市
出
身
で
女
優
の

羽
田
美
智
子
さ
ん
か
ら
、
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
盛
り
込
ん
だ
お
話
を
い
た
だ
き
、
講

評
と
し
て
防
災
＆
情
報
研
究
所
の
髙
梨
様
か
ら

総
括
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
葉
梨
茨
城
県
消
防
協
会
会
長
か
ら

「
大
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
は
、
住
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
、
行
政
等
が
一
層
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
、
ま
た
、

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
百
十
六
も
の
幅
広
い

団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
大
変
心

強
く
感
じ
て
い
る
。」
旨
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
大
会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
発

表
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
を
契
機
に
さ
ら
な
る

地
域
防
災
力
強
化
の
必
要
性
が
、
幅
広
い
方
々

に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

対
策
、
消
防
団
実
務
、
火
災
防
ぎ
ょ
に
つ
い
て

の
講
話
を
受
け
、
東
京
消
防
庁
第
二
消
防
方
面

本
部
消
防
救
助
機
動
部
隊
（
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
）
の
視
察
で
は
、
最
新
鋭
の
車
両
を
使

っ
た
消
火
、
救
助
訓
練
で
の
機
敏
な
動
作
や
無

駄
の
な
い
動
き
、
今
ま
で
見
た
事
の
な
い
資
機

材
や
車
両
等
を
見
学
し
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

　
四
日
目
最
終
日
は
、
消
防
団
活
動
事
例
と
し

て
長
野
県
白
馬
村
消
防
団
　
横
山
義
彦
団
長
よ

り
講
話
を
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月

二
十
二
日
に
発
生
し
た
震
災
時
の
体
験
談
や
消

防
団
活
動
の
記
録
写
真
等
を
見
な
が
ら
貴
重
な

お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
全
国
ど
こ
の
消

防
団
も
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
日
々
努
力

し
、
活
動
し
て
い
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に

団
員
の
確
保
対
策
は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
高

知
県
の
赤
バ
イ
ク
隊
な
ど
は
、
魅
力
あ
る
消
防

団
と
し
て
入
団
促
進
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
段

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
に

数
多
く
の
消
防
団
員
が
参
加
さ
れ
、
消
防
人
と

し
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
私
が
思

っ
て
い
る
「
ハ
イ
パ
ー
消
防
団
」
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
研
修
に
お
い
て
学
ん
だ
事
を

生
か
し
、
消
防
団
幹
部
と
し
て
、
後
輩
幹
部
や

団
員
に
少
し
で
も
指
導
で
き
、「
カ
ッ
コ
い
い

消
防
団
」
を
目
指
す
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
防
防
災
の
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に

深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
充
実

強
化
大
会
in
茨
城
２
０
１
６
」を
開
催


